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研究成果の概要 

1. 表現型解析 

(a) 砂川 G : 1年間に 800条件 4000匹のマウスの行動動画を撮影できる大規模動物飼育

施設の構築をほぼ完了した。飼育条件制御系およびそのユーザインターフェースの不具

合および個別飼育ラックのケーブル導入部に生じる結露の問題を解決した。並行して、う

つモデルマウスの条件検討を進めている。 

(b) 福永 G : 圧縮後の動物行動動画を用いたマウスの鼻や四肢などの自動検出にも一定

の成果を得た。また、変分オートエンコーダ(VAE)によるマウス行動の低次元空間への圧

縮を実施した。 

 

2. 分子メカニズム解明 

(a) 和泉 G :通常の代謝物質の 1000分の 1程度の濃度でしか生体中に存在しない生理活

性脂質類（ステロイド、脂質メディエーター、胆汁酸）を網羅的に計測する手法を開発し

た。 

(b) 柚木 G : ヒト SNPs情報をトランスオミクスネットワークに紐付ける新技術に見通しが立っ

た。さらに、同 Gの小澤らがトランスオミクスネットワーク情報を用いた実験計画最適化技

術を開発し、実験的に評価する系の構築に着手した。 

(c) 砂川 G : 和泉 Gや柚木 G と討議し、臓器・組織サンプルの取得方法や麻酔条件を絞り

込んだ。令和 7年度に最適条件を確定する予定である。 

 

3. ヒトへの展開 

(a) 加藤 G :引き続き患者および健常者をリクルートし、血液検体から iMG細胞を作製した。

トランスオミクスネットワークを再構築する準備として、柚木 G と共同で iMG細胞のトラン

スクリプトームおよびプロテオームの計測・データ解析を実施した。また、患者の活動量

データの特徴について、福永 G と検討中である。 
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